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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月10日(2016.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワークピース（１１）と計量供給装置（４）との間の相対移動（１０）を伴って、前記
計量供給装置（４）により、シーリング化合物（６）を前記ワークピース（１１）に塗布
し、
　前記ワークピース（１１）と加熱装置（２）との間で相対移動（１０）を伴って、前記
シーリング化合物（７）を塗布する前に、前記加熱装置（２）により、前記シーリング化
合物（６）が塗布される前記ワークピース（１１）の塗布領域を加熱する、
シール（７）の製造方法。
【請求項２】
　前記相対移動を、前記ワークピース（１１）と、シーリングユニット（１）としての前
記加熱装置（２）および前記計量供給装置（４）と、の間で少なくとも局所的に行うこと
を特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項３】
　車体シート（１１）におけるヘム継手（１３）のシール（７）に使用することを特徴と
する、請求項１または２に記載の製造方法。
【請求項４】
　自動車ドアまたは自動車ルーフの内側パネルおよび外側パネルのヘム継手（１３）のシ
ール（７）に使用することを特徴とする、請求項３に記載の製造方法。
【請求項５】
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　誘導加熱可能なワークピース（１１）を用い、前記加熱装置（２）が、前記ワークピー
ス（１１）を誘導加熱するための、少なくとも１つの誘導子（３）を含むことを特徴とす
る、請求項１～４のいずれかに記載の製造方法。
【請求項６】
　０．１秒～６秒の範囲の間隔で前記シーリング化合物（６）を塗布するために、前記相
対移動の間、前記加熱装置（２）が、前記計量供給装置（４）または前記計量供給装置（
４）のノズル（５）の前をそれと同時に移動することを特徴とする、請求項１～５のいず
れかに記載の製造方法。
【請求項７】
　ワークピース（１１）上のシール（７）を製造するシーリングユニット（１）であって
、シーリング化合物（６）を塗布するための計量供給装置（４）と、前記シーリング化合
物（６）を塗布する前に、前記ワークピース（１１）または前記ワークピース（１１）の
塗布領域を加熱するための加熱装置（２）と、を含む、シーリングユニット（１）。
【請求項８】
　前記シーリングユニット（１）と前記ワークピース（１１）との間の相対移動の間、前
記計量供給装置（４）と前記加熱装置（２）との間に所定の距離が保持されるように、前
記計量供給装置（４）および前記加熱装置（２）が互いに接続されていることを特徴とす
る、請求項７に記載のシーリングユニット（１）。
【請求項９】
　前記加熱装置（２）が、誘導加熱可能なワークピース（１１）を誘導加熱するための少
なくとも１つの誘導子（３）を含むことを特徴とする、請求項７または８に記載のシーリ
ングユニット（１）。
【請求項１０】
　前記計量供給装置（４）および前記加熱装置（２）が、多軸ロボットのアーム（９）に
配置されていることを特徴とする、請求項７～９のいずれかに記載のシーリングユニット
（１）。
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